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１.はじめに 

沿岸域では、陸域由来の栄養塩や有機物、微量金属が河川から供給されることで、豊かな生態系が形成され

る。中でも、鉄は、河口・沿岸域の一次生産者である藻類の光合成や呼吸に必要な成分として重要な役割を果

たす。鉄は、河川や沿岸域のような好気環境では溶解度の低い第二鉄として存在する。藻類は溶解度の低い第

二鉄を利用しにくいが、鉄が溶存有機物と錯体を形成して溶存態となった有機鉄を取り込む。陸域から沿岸域

へ輸送される有機鉄は、塩分濃度上昇による凝集・沈殿、水中の他の金属イオンの競合による鉄の解離、これ

らの要因により、沿岸域の藻類は、陸からの有機鉄のすべては利用することはできない 1)。 

本研究では、鉄の輸送に関わる有機物を同定する第一歩として、森林と農地から採取した土壌抽出液に擬似

海水を加え、そこに含まれる溶存態の有機物の量的・質的変化を調べることを目的とする。 

２．実験方法 

２．１ サンプリング 

土壌サンプルは、山形大学附属上名川演習林および同大学附属高坂農場から採取した。演習林では、異なる

樹種が見られる 3地点から採取した。森林土壌は、色と有機物の分解の程度から、O層（落ち葉などの堆積層）、

A 層（土壌断面の最上部）、B 層（A 層からの溶脱物質の集積層）、C 層（土壌構造がほとんど無い）、R 層（岩

石層、岩盤）に分類した 2)。農場では、大豆畑、じゃがいも畑、とうもろこし畑、牧草地、および水田の 5地

点から、0-5cm と 7-12cm の 2 つの深さで土壌を分けた。採取地点ごとのバラツキを考え、森林では 1 地点に

つき半径 1 m内の 3ヶ所から土壌を採取した。農場の畑では畝間を 9ヵ所で、牧草地と水田では演習林と同様

に 1 地点につき 3ヵ所から土壌を採取した 

２．２ 土壌抽出液の作成 

 土壌試料 1 g あたり擬似雨水 2mL を添加し、50mL の遠沈管内で混合した。振とう器で 10 分間振とうの後、

混合液を 4,000×gで 40分間遠心分離を行い、遠心後の上澄みを 0.45μm メンブレンフィルターで濾過したも

のを、土壌抽出液とした。 

２．３ 擬似河川水、擬似海水の混合実験 

土壌抽出液に擬似海水と擬似河川水を、DOC濃度 2mg/L、塩分濃度 3％となるように混合した。土壌抽出液

に擬似河川水のみを、DOC濃度 2mg/Lとなるように混ぜた対照系（塩分濃度 0%）も用意した。それらの溶液を

暗条件で 1日振とうした後、0.45μmメンブレンフィルターで濾過した。 

２．４ 有機物の量的・質的評価 

 溶存有機物の塩分濃度上昇に伴う量的変化は、有機炭素計（TOC-L、SHIMADZU）を用いて測定した DOC
濃度により評価した。また、質的変化の評価のために、吸光分光光度計（UV-1800、SHIMADZU）を用いて吸

光度を測定し、式(1)に示す SUVA254 を算出した。この値が大きいほど有機物の芳香族化合物が高いことが知

られている 1,3,4)。 
SUVA254 = (波長 254 [nm]×100) / (セルの光路長[cm]×DOC 濃度[mg/L])     (1) 

３．結果と考察 

３．１ 溶存有機物の量的変化 

図 1に、塩分濃度上昇による森林土壌抽出液の DOCの変化を示す。一部の層を除いて、どの樹種の森林から

の土壌抽出液でも、海水の混合により DOC が低下した。これは、塩分濃度上昇によって溶存有機物が凝集、沈

殿した結果である。図 2には、塩分濃度上昇による農地土壌抽出液の DOCの変化を示す。牧草地と水田で DOC

の低下が見られた一方で、その他の畑では逆に DOCが上昇した。 

３．２ 溶存有機物質の質的変化 

図 1 および 2 には、それぞれの土壌抽出液について、塩分濃度上昇による SUVA254の変化も示した。森林土
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壌抽出液の SUVA254は、ほとんど変化がなかった。一方、農地土壌抽出液の SUVA254はすべての地点で減少が見

られたことから、芳香族性の高い有機物が選択的に除去されたことが分かる。 

 

図 1 塩分濃度上昇による森林土壌抽出液の DOC と SUVA254の変化（白：塩分濃度 0%，黒：塩分濃度 3%） 

 

図 2 塩分濃度上昇による農地土壌抽出液の DOC と SUVA254の変化（白：塩分濃度 0%，黒：塩分濃度 3%） 
 

４.まとめ 

溶存有機物の量的変化では、森林土壌 3ヵ所で共通して塩分濃度上昇による DOC低下が見られたが、農地土

壌では牧草地と水田でのみ低下が見られた。畑で DOCが減少しなかったことについては、データの精査などの

さらなる検討を行う。質的変化については、森林土壌では SUVA254 の低下がほとんど見られず、農地土壌では

全体的に SUVA254が低下した。今後、質的変化に関する他の指標も取り入れて、深い考察を行う予定である。 
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